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39
の

パ
ラメ

ー
タ（

詳
細

）

1
 移

動
物

体
の

重
量

　物
体

の
質

量
ま

た
は

重
量

2
 静

⽌
物

体
の

重
量

　物
体

の
質

量
ま

た
は

重
量

3
 移

動
物

体
の

⻑
さ

　任
意

の
⼀

次
元

（
線

形
）

の
寸

法
。「

幅
」「

⾼
さ」

「奥
⾏

き
」な

どに
全

く同
様

に
適

⽤
す

る
。

4
 静

⽌
物

体
の

⻑
さ

　任
意

の
⼀

次
元

（
線

形
）

の
寸

法
。「

幅
」「

⾼
さ」

「奥
⾏

き
」な

どに
全

く同
様

に
適

⽤
す

る
。

5
 移

動
物

体
の

面
積

　表
面

ま
た

は
表

面
領

域
に

関
連

した
任

意
の

⼆
次

元
の

寸
法

。内
部

ま
た

は
外

部
。実

際
の

表
面

積
と同

様
に

接
触

面
積

で
も

よ
い

。

6
 静

⽌
物

体
の

面
積

　表
面

ま
た

は
表

面
領

域
に

関
連

した
任

意
の

⼆
次

元
の

寸
法

。内
部

ま
た

は
外

部
。実

際
の

表
面

積
と同

様
に

接
触

面
積

で
も

よ
い

。

7
 移

動
物

体
の

体
積

　物
体

が
占

め
る

空
間

ま
た

は
その

周
りの

空
間

に
関

連
した

任
意

の
三

次
元

の
寸

法

8
 静

⽌
物

体
の

体
積

　物
体

が
占

め
る

空
間

ま
た

は
その

周
りの

空
間

に
関

連
した

任
意

の
三

次
元

の
寸

法

9
 速

度
　物

体
の

速
度

、あ
る

い
は

任
意

の
種

類
の

過
程

ま
た

は
動

作
の

速
さ。

相
対

速
度

ま
た

は
絶

対
速

度
。直

進
ま

た
は

回
転

運
動

に
関

して
。（

参
照

39
︓

ここ
で

は
製

品
の

出
⼒

よ
りも

メカ
ニズ

ム
の

問
題

の
⽅

に
焦

点
を

当
て

て
い

る
）

。

10
 ⼒

（
強

さ）
　物

体
の

状
態

を
変

え
よ

うと
す

る
す

べ
て

の
相

互
作

⽤
。直

進
で

も
回

転
⼒

で
も

よ
い

。ト
ル

クに
対

して
も

全
く同

様
に

適
⽤

され
る

。静
的

な
⼒

に
も

動
的

な
⼒

に
も

適
⽤

す
る

。

11
 応

⼒
ま

た
は

圧
⼒

　単
位

面
積

に
働

く⼒
。応

⼒
は

物
体

に
働

く⼒
に

対
す

る
効

果
で

あ
る

。ま
た

引
っ張

り⼒
も

圧
縮

⼒
も

。静
的

お
よ

び
動

的
効

果
、疲

労
、ク

リー
プ

※
を

含
む

。ま
た

歪
み

（
た

だ
し、

⻑
さを

主
要

な
問

題
とし

な
い

時
）

。※
 物

体
に

持
続

応
⼒

が
作

⽤
す

ると
、時

間
の

経
過

とと
も

に
歪

み
が

増
大

す
る現

象

12
 形

状
　外

部
の

輪
郭

、お
よ

び
／

ま
た

は
構

成
要

素
ま

た
は

シ
ス

テ
ム

の
美

的
外

観

13
 物

体
の

組
成

の
安

定
性

　シ
ス

テ
ム

の
統

合
性

、シ
ス

テ
ム

を
構

成
す

る
要

素
の

関
係

。摩
耗

、化
学

分
解

、解
離

、お
よ

び
エ

ント
ロピ

ー
の

増
加

は
す

べ
て

、「
安

定
性

」に
か

か
わ

る
問

題
とし

て
解

釈
され

る
べ

き
で

あ
る

。

14
 強

度
　⼒

に
対

応
して

変
化

す
る

こと
に

物
体

が
抵

抗
で

き
る

度
合

い
。破

壊
に

対
す

る
抵

抗
。弾

性
限

界
、塑

性
限

界
、ま

た
は

破
壊

強
度

を
意

味
す

る
。張

⼒
ま

た
は

圧
縮

⼒
に

対
す

る
抵

抗
。線

形
ま

た
は

回
転

の
⼒

に
対

す
る

抵
抗

。ま
た

、耐
久

性
と硬

度
を

含
む

。

15
 移

動
物

体
の

動
作

時
間

　物
体

が
動

作
を

実
⾏

す
る

た
め

に
か

か
る

時
間

。修
理

・保
守

・故
障

な
どが

起
こる

平
均

時
間

は
す

べ
て

動
作

時
間

の
尺

度
で

あ
り、

「寿
命

」に
関

係
す

る
問

題
も

同
様

（
参

照
27

）

16
 静

⽌
物

体
の

動
作

時
間

　物
体

が
動

作
を

実
⾏

す
る

た
め

に
か

か
る

時
間

。修
理

・保
守

・故
障

な
どが

起
こる

平
均

時
間

は
す

べ
て

動
作

時
間

の
尺

度
で

あ
り、

「寿
命

」に
関

係
す

る
問

題
も

同
様

（
参

照
27

）

17
 温

度
　物

体
あ

る
い

は
シ

ス
テ

ム
の

、測
定

ま
た

は
認

識
され

た
熱

的
状

態
。他

の
熱

的
パ

ラメ
ー

タを
大

ま
か

に
含

む
（

熱
容

量
、熱

伝
導

、放
射

、お
よ

び
対

流
に

か
か

わ
る

パ
ラメ

ー
タな

ど）
。

18
 照

度
（

≒
明

る
さ）

　単
位

面
積

当
た

りの
光

束
、お

よ
び

光
に

関
連

す
る

シ
ス

テ
ム

の
他

の
諸

特
性

（
色

や
光

品
質

な
ど）

も
含

む
。

19
 移

動
物

体
の

エネ
ル

ギ
ー

消
費

　物
体

が
仕

事
を

す
る

能
⼒

の
尺

度
。こ

の
パ

ラメ
ー

タは
エ

ネ
ル

ギ
ー

量
の

絶
対

値
に

焦
点

が
あ

る
（

使
⽤

効
率

で
は

な
い

。参
照

22
）

20
 静

⽌
物

体
の

エネ
ル

ギ
ー

消
費

　物
体

が
仕

事
を

す
る

能
⼒

の
尺

度
。こ

の
パ

ラメ
ー

タは
エ

ネ
ル

ギ
ー

量
の

絶
対

値
に

焦
点

が
あ

る
（

使
⽤

効
率

で
は

な
い

。参
照

22
）

21
 出

⼒
（

パ
ワ

ー
）

　仕
事

を
実

⾏
す

る
速

さ（
＝

時
間

当
た

りの
仕

事
）

。時
間

当
た

りの
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
⽤

。時
間

当
た

りの
エ

ネ
ル

ギ
ー

出
⼒

。

22
 エ

ネ
ル

ギ
ー

損
失

　有
⽤

機
能

の
実

⾏
に

貢
献

しな
い

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

使
⽤

。非
効

率
。（

参
照

19
）

23
 物

質
損

失
　シ

ス
テ

ム
の

要
素

（
物

質
、材

料
、下

位
シ

ス
テ

ム
、製

品
な

ど）
の

損
失

。部
分

的
ま

た
は

完
全

な
損

失
。永

久
ま

た
は

⼀
時

的
な

損
失

。

24
 情

報
損

失
　シ

ス
テ

ム
に

⼊
出

⼒
す

る
デ

ー
タ（

ま
た

は
その

デ
ー

タへ
の

ア
クセ

ス
）

の
損

失
。五

感
（

視
⼒

、聴
⼒

、運
動

感
覚

、嗅
覚

、及
び

味
覚

）
に

関
連

す
る

デ
ー

タも
含

む
。部

分
的

ま
た

は
完

全
な

損
失

。永
久

的
ま

た
は

⼀
時

的
な

損
失

。

25
 時

間
損

失
　時

間
的

な
非

効
率

性
。待

ち
時

間
、遊

休
時

間
な

ど。

26
 物

質
の

量
　シ

ス
テ

ム
の

材
料

、物
質

、部
品

、場
、あ

る
い

は
下

位
シ

ス
テ

ム
な

どの
、量

ま
た

は
数

。

27
 信

頼
性

　そ
の

目
的

とす
る

機
能

を
（

予
⾒

で
き

る
しか

た
と状

態
で

）
実

⾏
で

き
る

シ
ス

テ
ム

の
能

⼒
。耐

久
性

、お
よ

び
⻑

時
間

に
わ

た
って

物
体

ま
た

は
シ

ス
テ

ム
を

使
⽤

で
き

る
能

⼒
に

関
わ

る
⼀

般
的

な
問

題
を

含
む

。（
参

照
15

,1
6）

28
 測

定
精

度
　精

密
さの

度
合

い
。シ

ス
テ

ム
の

⼀
つ

の
性

質
に

対
す

る
実

際
の

値
に

⽐
べ

た
、測

定
値

の
近

さ。
測

定
誤

差
。

29
 製

造
精

度
　シ

ス
テ

ム
ま

た
は

物
体

の
実

際
の

特
性

が
、仕

様
ま

た
は

要
求

特
性

に
⼀

致
す

る
度

合
い

。

30
 物

体
が

受
け

る
有

害
要

因
　外

部
的

に
発

生
した

有
害

な
効

果
に

対
す

る
シ

ス
テ

ム
の

影
響

の
受

け
や

す
さ。

安
全

性
に

関
連

す
る

問
題

を
含

む
。

31
 物

体
が

発
す

る
有

害
要

因
　物

体
ま

た
は

シ
ス

テ
ム

の
側

面
で

、外
部

の
要

素
に

対
し悪

い
効

果
を

生
み

出
す

も
の

。環
境

へ
の

問
題

（
汚

染
、放

射
、雑

音
な

ど）
、お

よ
び

振
動

な
どを

含
む

。

32
 製

造
の

容
易

性
　物

体
ま

た
は

シ
ス

テ
ム

に
関

連
す

る
製

造
、製

作
、お

よ
び

組
み

⽴
て

に
か

か
わ

る
問

題
。ま

た
、検

査
の

容
易

さを
含

む
。

33
 操

作
の

容
易

性
　対

象
とす

る
使

⽤
者

に
よ

る
操

作
の

簡
単

さ。

34
 修

理
の

容
易

性
　シ

ス
テ

ム
中

の
⽋

点
、故

障
、ま

た
は

⽋
陥

を
修

理
す

る
た

め
の

、便
利

さ、
⼼

地
よ

さ、
簡

単
さ、

お
よ

び
時

間
な

どの
、品

質
特

性
。修

理
を

す
る

の
に

要
す

る
特

別
な

道
具

や
装

置
の

必
要

性
に

関
す

る
問

題
を

含
む

。ま
た

、現
地

で
の

修
理

に
関

す
る

条
件

を
考

え
る

こと
。

35
 適

応
性

ま
た

は
融

通
性

　シ
ス

テ
ム

ま
た

は
物

体
が

外
部

の
変

化
に

応
答

で
き

る
度

合
い

。ま
た

、シ
ス

テ
ム

を
多

くの
や

り⽅
で

、ま
た

さま
ざ

ま
な

環
境

の
も

とで
、使

⽤
で

き
る

こと
に

関
連

す
る

。操
作

、使
⽤

の
柔

軟
性

。カ
ス

タマ
イズ

能
⼒

。

36
 装

置
の

複
雑

度
　シ

ス
テ

ム
内

お
よ

び
シ

ス
テ

ム
境

界
を

超
え

て
の

、要
素

お
よ

び
要

素
相

互
関

係
の

、数
と多

様
性

。ユ
ー

ザ
も

シ
ス

テ
ム

の
⼀

つ
の

要
素

で
、複

雑
さを

増
加

させ
る

。使
⽤

可
能

性
、訓

練
可

能
性

、機
能

の
数

、過
剰

な
構

成
要

素
の

数
な

どの
問

題
を

含
む

。

37
 検

知
と測

定
の

困
難

度
　複

雑
で

、⾼
価

で
、時

間
が

か
か

り、
手

間
が

か
か

る
検

査
ま

た
は

分
析

操
作

。満
足

で
き

る
品

質
水

準
に

達
す

る
た

め
の

測
定

費
⽤

の
増

加
。

38
 自

動
化

の
範

囲
　⼈

間
との

イン
ター

フェ
ー

ス
や

介
⼊

な
しで

、シ
ス

テ
ム

や
物

体
が

その
機

能
を

実
⾏

で
き

る
能

⼒
。

39
 生

産
性

　単
位

時
間

当
た

りに
シ

ス
テ

ム
に

よ
って

実
⾏

され
る

、有
⽤

な
（

価
値

の
増

加
す

る
）

機
能

や
操

作
の

数
。単

位
機

能
ま

た
は

操
作

に
要

す
る

時
間

の
逆

数
。単

位
時

間
当

た
りの

有
⽤

な
出

⼒
。単

位
出

⼒
（

ま
た

は
有

⽤
出

⼒
量

）
当

た
りの

コス
トの

逆
数

。（
参

照
9）
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